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１２．精 神 保 健 

 

 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下、「精神保健福祉法」という）や障害者の日常生活

及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下、「障害者総合支援法」という）に基づき、地域住

民の精神的健康の保持・増進、精神障害者の早期治療の促進を図るとともに、精神障害者の社会復帰及

び自立と社会経済活動への参加と促進に向けて取り組んでいる。 

なお、精神保健福祉法の「精神障害者」とは、統合失調症、精神作用物質による急性中毒又はその依

存症、知的障害、その他の精神疾患を有する者をいう（第５条）。  

 

 [1] 精神疾患の発生予防と精神的健康の保持増進 

 

（1）普及・啓発 

 精神保健に関する知識を普及し、精神障害者に対する

理解を深めるために講演会等を行なっている。 
 

[令和7年度実施テーマ等] 

① 精神保健福祉講演会（保健予防課）3 回  

10月27日「思春期・若者のこころの不調に気づくに

は」区民向け 37人 

12月5日「精神疾患の親御さんをもつ若者を支えるた

めにできること」区民向け 21人 

1月26日「体験型マインドフルネス講座」 

区民向け 35人 

② ゲートキーパー養成講座(保健予防課)11回：282人 

③ 心のサポーター養成研修（保健予防課）1回：19人 

④ こころまつり （長崎健康相談所） 1回： 627人 

⑤ 精神保健福祉ボランティア講座（長崎健康相談所）    

2 回：12人  

 

（2）薬物乱用防止普及啓発 

  薬物乱用の根絶を目指し、東京都、警察、教育委員会等関係機関との連携により、薬物乱用防止

の普及啓発活動を推進する。また、東京都薬物乱用防止推進豊島地区協議会の活動を支援し、地域

に根ざした普及啓発活動を行なう。 

  [令和7年度の主な取組み] 

① としま情報スクエア（２回出演）：「薬物はダメ。ゼッタイ！」薬物乱用防止活動の普及啓発 

② 中学生を対象とした薬物乱用防止啓発用ポスター、標語の募集 

③ 区内各種イベント等での薬物乱用防止啓発グッズ配布 
長崎こころまつり、ふくし健康まつり 

④ 薬物乱用防止ポスター入賞作品の展示 

 
（3）精神保健福祉相談 

精神疾患が疑われる方並びに関係者に対し、専門医による相談を行なうとともに、随時、保健師等

による相談、又は訪問活動を行なっている。 

 

区分 

年度 開催回数(回) 参加人数(人) 

3 11 169 

4 16 1,106 

5 21 1,087 

6 20 1,302 

7 18 1,033 

 
保健予防課 15 394 

長崎健康 

相談所 
3 639 
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① 訪問指導                               （単位：件） 

訪

問

指

導 

    区分 

年度 
実数 延数 

内 訳  

 

 
一 般 

社会 

復帰 

老人 

精神 
心の健康 
づくり 

児童・ 

思春期 
依存症 その他 

3 71 209 189  0 0 6  1  5 8 

4 60 152 133 0 0 2 0 8 9 

5 129 246 203 1 0 14 5 9 14 

6 140 342 278 0 1 11 0 28 24 

7 141 331 243 0 2 15 8 29 34 

 

保健予防課 9 27 27 0 0 0 0 0 0 

健康推進課 76 165 136 0 0 5 8 9 7 

長崎健康相談所 56 139 80 0 2 10 0 20 27 

 （注）平成27年度から健康管理システム導入に伴い、保健予防、健康推進、長崎で関わった場合、全体としては実数

１と計上 

 

② 精神保健福祉相談（所内相談・電話相談：随時）              （単位：件） 

所
内
面
接
・
電
話
・
文
書
等
相
談 

  区分 

年度 
合 計 

内 訳  

一 般 
社会 

復帰 

老人 

精神 

心の健康 

づくり 

児童・ 

思春期 
依存症 その他 

3 2,690 2,137 13 10 308 44 74 104 

4 2,528 2,050 38 14 238 31 67 90 

5 3,171 2,421 21 10 365 23 114 217 

6 3,115 2,599 2 6 228 10 88 182 

7 3,372 2,640 5 8 262 41 169 247 

 

保健予防課 12 9 0 1 0 0 2 0 

健康推進課 2,317 1,858 5 3 184 27 97 143 

長崎健康相談所 1,043 773 0 4 78 14 70 104 

 



― 129 ― 

③ 精神保健福祉相談（専門相談・予約制） 健康推進課と長崎健康相談所のみ実施                 

    区分 

年度 

精神保健福祉相談（精神科医師） 家族問題相談（精神保健福祉士等） 

回数（回） 延人数（人） 回数（回） 延人数（人） 

3 17 41 10 26 

4 18 50 12 29 

5 18 43 12 29 

6 18 40 12 22 

7 18 44 12 18 

 
健康推進課 12 26 12 18 

長崎健康相談所 6 18   

 

④ 関係機関連絡                             （単位：件） 

区分 

年度 
合  計 医療機関 福祉関係 保健関係 その他 

3 2,162 799 1,044 204 113 

4 1,715 689 809 149 68 

5 2,639 958 1,332 200 149 

6 2,988 1,208 1,383 219 178 

7 3,339 1,550 1,401 199 189 

 保健予防課 273 102 122 32 17 

健康推進課 1,957 970 772 105 110 

長崎健康相談所 1,109 478 507 62 62 

 

 

(4) 精神障害者アウトリーチ事業 

区内で生活する精神障害者又はその疑いのある方で、未治療・医療中断等のため地域社会での生活

に困難を来している場合に、地域精神保健相談員や地区担当保健師、精神科医が支援チームを組み、

医療と生活の支援を包括的に６か月間提供する。 

区分 

年度 
対象者(人) 訪問(回) 面接(回) 電話(回) 関係機関連絡(回) 

3 20  73 (7) 15 (1)   76(32) 126 (38) 

4 17  61 (7) 15 (2)  82(53) 151(107) 

5   22  87 (6) 20 (7) 112(45) 262 (72) 

6 16  77(11) 24 (3) 62(15)    341(179)  

7 22   64(29) 16(11) 35(34) 199(211) 

  (注)（ ）は対象者以外で調整に関わった数及び措置入院者退院後支援でアウトリーチチームが関わった数 
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[2] 医療 

(1) 精神障害者の入院に対する区長同意（精神保健福祉法第33条2項）         

医療保護入院の必要があるとの指定医による診察結果があり、本人の入院同意が得られない精神障

害者において、家族等がない場合又はその家族等の全員がその意思を表示することができない場合

において、区長の同意があるときは、同意書を交付する。 

(単位：件） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

(2) 指定医の診察及び措置入院 

精神障害者の診察及び保護の申請と警察官による通報（精神保健福祉法第22条・23条） 

法22条 … 精神障害者又はその疑いのある者を知った者は、誰でもその者について指定医の診察及

び必要な保護について保健所長を経由し、都知事に申請することができる。 

法23条 … 警察官は、精神障害のため、自傷他害のおそれがあると認められるものを発見したとき、

最寄りの保健所長を経由し都知事に通報しなければならない。 

                 （単位：件） 

区分 

年度                  
診察及び保護申請 警察官通報 

3 0 89   

4 0 89   

5 0 76   

6 0 97   

7 0 117   

 
 
(3) 小児精神病（入院医療費助成）   

□申請数              （単位：件） 

年度        区分 総 数 

3 3 

4 4 

5 0 

6 0 

7 0 

 健康推進課 0 

長崎健康相談所 0 

 

区分 

年度   
交付数 

3 32 

4 29 

5 24 

6 49 

7 61 
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(4) 自立支援医療（精神通院医療） 

精神疾患のため通院による治療を受ける場合、医療費に継続的な負担がかかる。障害者総合支援法

に基づき、通院医療費の負担軽減を図る制度である。 

□申請取扱件数                                                            （単位：件） 
      区分 

年度 
申請件数 

申請件数（内訳） 

新 規 更 新 再 開 他県転入 変 更 等 

3 7,938 667 4,015 556  89 2,611 

4 8,647 729 4,317 652 110 2,839 

5 8,706 726 4,461 653  97 2,769 

6 9,050 704 4,670 660  90 2,926 

7 9,710 886 4,992 674 131 3,027 

 
健康推進課 6,111 605 3,133 393 87 1,893 

長崎健康相談所 3,599 281 1,859 281 44 1,134 

(注)令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対応のため有効期間が１年間の自動延長となった。 

 

□疾病分類別申請数（診断書提出分）                        （単位：件） 

       年 度               

分 類 
3 4 5 6 7 

 

健康推進課 
長崎健康 

相談所 

症状性を含む器質性精神障害 96 94 116 98 109 65 44 

精神作用物質使用による精神及び行動の

障害 
85 97 100 74 78 44 34 

統合失調症、分裂病型障害及び妄想性障害 549 589 579 533 571 362 209 

気分（感情）障害 1,389 1,645 1,725 1,664 1,838 1,172 666 

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体

表現性障害 
205 226 226 225 256 152 104 

生理的障害及び身体的要因に関連した行

動症候群 
18 22 19 20 21 12 9 

成人の人格及び行動の障害 27 24 24 20 28 23 5 

精神遅滞 16 27 22 23 29 22 7 

心理的発達の障害 132 156 163 164 168 99 69 

小児期及び青年期に通常発症する行動及

び情緒の障害 
138 197 191 192 212 145 67 

特定不能の精神障害 0 0 0 0 1 1 0 

てんかん 144 157 151 145 151 102 49 

睡眠障害 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 0 

総  数 2,799 3,234 3,316 3,158 3,462 2,199 1,263 

(注1)疾病分類は、国際疾病分類第10（ICD-10）版による。                                 

(注2)申請数を認定数とみなす。（「主たる精神障害」および「従たる精神障害」の延べ件数）                  

(注3)平成22年度から更新時の診断書の提出が2年に1度となったため、新規申請及び診断書提出のある更新申請のみ記載。 
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[3] 社会復帰及び自立と社会参加の促進 

 

(1) 精神障害者保健福祉手帳交付状況                                      （単位：件） 

          区分 
年度 総数 

新規交付 

（1級） 

新規交付 

（2級） 

新規交付 

（3級） 

更新 

（1級） 

更新 

（2級） 

更新 

（3級） 

3 1,366  7  79 261 55 505 459 

4 1,624 17 111 308 55 551 582 

5 1,759  9  99 359 52 611 629 

6 1,715 21 108 336 39 579 632 

7 1,848 8 111 351 62 606 710 

 健康推進課 1,156 6  80 229 37 378 426 

長崎健康相談所   692 2  31 122 25 228 284 

（注）手帳の有効期限は2年間。 

 

（2）こころまつり 

   長崎健康相談所を実行委員会事務局とし、精神障害者の社会参加をすすめるため、地域活動支援

センター・ボランティア等の関係機関と協働して企画・運営し、地域住民との交流やノーマライゼ

ーション推進の場として「こころまつり」を開催している。（会場：長崎小学校） 

 

   区分 

年度 

参加者数 
（人） 

実行委員会 

回数 (回) 参加者延べ人数 (人) 

3（※）   0 4 43 

4 745 9 102 

5 644 9 114 

6 802 7  83 

7 627 9 108 

（注）[1]精神疾患の発生予防と精神的健康の保持増進(1)普及・啓発④こころまつり参照。 

（※）新型コロナウイルス感染症拡大のため中止としたが、翌年度以降への継続的展開を図るため、実行委員会

で中止案内文の配布とともに、参加団体の活動について区ホームページで紹介した。 

 

(3)自主グループの支援  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）ポトスペース：としまコスモスの会（豊島区精神保健福祉を進めるボランティアグループ）による 

    フリースペースの運営、30年度から月1回参加。 

   区分 

年度 

ポトスペース 

回数（回） 参加者延べ数（人） 

3 9 53 

4 9 53 

5 11 78 

6 10 72 

7 14 99 
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(4) 精神障害者の家族への支援 

家族同士の交流・情報交換を行ない、当事者の病気や障害を学び合う「燦々会」が、池袋保健所

で行なわれていた。令和元年度から会場を心身障害者福祉センターに移し、自主活動を続けている。 

 

(5) 心神喪失等の状態で重大な他害行為を行なった者の支援 

平成17年7月6日、「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行なった者の医療及び観察等に関する法

律」（以下、「医療観察法」と略す）が公布された。「重大な他害行為」とは、殺人、放火、強盗、

強姦、強制わいせつ（これらの未遂も含む）、傷害（軽微なものは対象にならないこともある）にあ

たる行為である。 

この支援制度は、上記の行為を行ない、心神喪失者又は心神耗弱者と認められて不起訴になった人、

心神喪失を理由として無罪の裁判が確定した人、心神耗弱を理由として刑を減軽する旨の裁判が確定

した人（実際に刑に服する人は除く）を対象とし、適切な医療を提供し、社会復帰を促進することを

目的としている。 

 

□医療観察法に基づいて処遇され、支援をした人数及びケア会議回数   （単位：人） 

  区分 

 

年度 

支援者 

実数 

新規人数 

（再掲）  

ケア会議 

(回) 

3 6 (2) 16 

4 7 (2) 25 

5 7 (1) 19 

6 8 (2) 23 

7 7 (1) 25 

 

 

 (6) 措置入院者への退院後の支援 

  精神保健福祉法第47条の規定に基づき、精神

保健福祉法第29条第1項の規定により入院した

者（措置入院者）について、退院後に必要な医

療、福祉、介護、就労支援等の支援を実施する。 

 

 

 

 

[4] 自殺・うつ病の予防 

 

(1) 豊島区自殺対策計画推進会議および自殺・うつ病の予防対策委員会 

自殺対策基本法第13条第2項に基づき、平成31年に策定した「豊島区自殺対策計画」を改訂し、健

康プランに包合して健康づくり事業と一体化した取組を推進している。計画の改定にあたっては、セ

ーフコミュニティ活動のひとつとして取り組んでいる「自殺・うつ病の予防対策委員会」の今までの

実績を生かしている。また、推進会議委員は政策経営部・総務部・区民部・産業観光部・福祉部・健

康部・子ども家庭部・教育部等の庁内職員で構成されており、「豊島区自殺対策計画」に関する全庁

的な進捗管理を行うとともに、自殺・うつ病の予防対策委員会と連携及び報告を図りながら対策を推

進している。 

区分 

年度 

ガイドラインに基づく

支援実人数（人） 

3    1 

4    2 

5    6 

6    5 

7    5 
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□実施状況 

   区分 

年度 
実施回数

(回) 
参加委員

(人) 
令和7年度の主な内容 

3 3 51 

・豊島区自殺対策計画推進会議の開催 

・自殺・うつ病の予防対策委員会の開催 

・区内大学院との協働連携活動 

「若者のいのちを守る」ハートプロジェクトの実施 

・ゲートキーパー養成講座を実施 

・鉄道会社との連携活動「いのちの安全啓発キャンペ

ーン」を実施 

・子ども若者課及び中高生センタージャンプとの連携 

4 3 50 

5 4 63 

6 3 50 

7 3 52 

 

(2) 普及啓発 

自殺・うつ病に関する偏見をなくし、正しい知識を普及するための情報を発信している。 

 

□令和7年度実施状況 

区広報・ホームページ 

・広報9月1日号「気づいてください！体と心の限界サイン」 

・広報3月1日号「気づいてください！体と心の限界サイン」 

・区ホームページに「自殺防止！東京キャンペーン」を掲載 

主な啓発活動 

・中央図書館特集展示でパンフレット等の配布  

・東武鉄道株式会社でポスター掲示、リーフレット等の配布 

・帝京平成大学大学院の学生が中高生センタージャンプ東池袋で開催

する「若者相談会」に参加 

・メンタルヘルスケア相談窓口リーフレットの配布（12,472人） 

 

 

(3) ゲートキーパーの養成 

相談窓口をはじめ地域で活動する方が、周囲の人の変化に気づき、声をかけ、必要な相談機関や専

門相談につなぐことにより、自殺に至る要因の連鎖を断ち切ることを目的として、「ゲートキーパー」

養成講座を実施している。 

平成24年度からセーフコミュニティ認証を機にゲートキーパーを３層に分類して、体系的な養成

を目指している。 

   Ⅰ層：ゲートキーパーの指導者。「東京都」が行なう研修等を受講した人。 

   Ⅱ層：地域や職場で活動、役職等でゲートキーパーとしての役割が期待できる人 

   Ⅲ層：友人・家族・近隣の人など身近なゲートキーパー 
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□実施状況                               （単位：人） 

 区分 

 

年度 
Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 計 累計 対象 

3 0  124  21 145 

 

2,995 
民生委員・児童委員、区民、区内教職員、実習生、

区職員 

4 0 149 106 255 

 

3,250 
民生委員・児童委員、区民、事業主、実習生、区職

員 

5 0 131 222 353 

 

3,603 
民生委員・児童委員、区民、事業主、区内教職員、

実習生、区職員 

6 0 180 195 375 

 

3,978 
民生委員・児童委員、区民、事業主、実習生、区職

員 

7 0 180 102 282 

 

4,260 
民生委員・児童委員、区民、事業主、実習生、区職

員 

  (注)Ⅰ層は、都の研修受講者。  

 

(4) 面接・電話相談 

保健師・福祉職による相談を随時実施している。 

 

□自殺相談件数（延件数)                 （単位：件） 

    区分 

年度 
訪問 面接相談 電話相談 

3 0 0 11 

4 0 5 11 

5 2 5 25 

6 2 6 20 

7 10 5 48 

 


